
　
本
校
の
総
合
学
習
は
、
学
校
創
立
時

の
建
学
の
志
に
示
さ
れ
た
地
域
・
保
護

者
の
願
い
を
基
に
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
の
願
い
や
夢
を
実
現
し
、
生

き
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
年
間
、

一
年
生
が
50
時
間
、
二･

三
年
生
が
70

時
間
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

各
学
年
に
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
体
験
学
習
を
行
い
、
問
題

の
解
決
や
探
究
活
動
に
取
り
組
み
、
学

習
発
表
会
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
右
下
の
写
真
は
、
発
表
会
で
生

徒
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
学
年
の
テ
ー
マ
は
、一
年
生
が「
三

芳
町
の
歴
史
と
文
化
」で
す
。こ
の
テ
ー

マ
を
も
と
に
、
地
域
に
あ
る
雑
木
林
に

出
か
け
た
り
、
三
芳
町
の
伝
統
文
化
で

あ
る
車
人
形
や
お
囃
子
の
体
験
を
通
し

て
、地
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
二
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
三
芳
町
の
産

業
」
で
す
。
地
域
の
事
業
所
の
協
力
を

得
て
、
職
場
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
生
徒
は
、
地
域
の
農
家
で
農
作
業
を

し
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
商
品
の
管
理
や

掃
除
を
し
た
り
す
る
中
で
、
働
く
こ
と

の
意
義
や
世
の
中
の
し
く
み
を
理
解
し

て
い
き
ま
す
。

　
三
年
生
の
テ
ー
マ
は
「
私
た
ち
の
福

祉
」
で
す
。
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者

の
方
と
話
を
し
た
り
、
保
育
所
で
保
育

士
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り

す
る
中
で
、
社
会
福
祉
の
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
体
験
に
つ
い
て
は
、
一
年
生
の

時
か
ら
車
椅
子
・
ア
イ
マ
ス
ク
・
手
話

を
ベ
ー
ス
学
習
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、三
年
生
の
取
組
は
主
体
的
で
、

自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
芳
中
学
校
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
支
え
の
も
と
、
体
験
活
動
を

ベ
ー
ス
に
教
師
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ

て
推
進
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
九
月
に

行
わ
れ
る
学
習
発
表
会
で
、
生
徒
は
自

信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
表
情
で
研
究
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
本
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
目
指
す
も
の
が
、
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
木
宮
稲
荷
神
社
は
、
藤
久
保
字

南み
な
み
し
ん
の

新
埜
一
一
二
六
番
地
に
鎮
座
し
ま

す
。
川
越
街
道
の
中
央
分
離
帯
に
残
さ

れ
た
昭
和
一
一
年
に
三
芳
村
養
蚕
実
行

組
合
が
奉
納
し
た
幟
立
て
に
よ
り
、
二

車
線
拡
幅
以
前
は
、
現
在
の
上
り
車
線

よ
り
参
道
が
延
び
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
祭
神
は
宇う
か
の
と
よ
う
け
び
め
の
み
こ
と

賀
豊
受
比
売
命
と
さ
れ
、

文
政
元
年(

一
八
一
八)

と
記
さ
れ
る

神
社
書
出
下
書
に
は
、
開
基
年
月
は
不

詳
で
あ
る
が
、
寛
文
元
年(

一
六
六
一

)

一
〇
月
、
江
戸
の
中
山
治
左
衛
門
が

霊
夢
に
よ
り
社
殿
を
再
建
し
、そ
の
後
、

松
平
右
京
亮
家
の
家
中
管
野
谷
團
之
助

が
正
一
位
を
贈
官
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
藤
久
保
村
の
成
立
は
、
検
地
帳
か

ら
慶
安
三
年(

一
六
五
〇)

以
降
延
宝

三
年(

一
六
七
五)

ま
で
の
間
と
推
定

さ
れ
る
た
め
、
神
社
の
成
立
は
、
由
緒

に
伝
え
ら
れ
る
時
期
と
さ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
も
の
と
推
量
さ
れ
ま
す
。

　
境
内
に
は
、末
社
と
し
て
八
坂
神
社・

浅
間
神
社
・
享
和
三
年(

一
八
〇
三)

と
明
治
六

年(

一
八
七
三)

の
山

神
社
の
石
祠
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。
八
坂
神
社
は
東

乗
院
境
内
よ
り
、
浅
間
神

社
は
字
富
士
塚
八
七
番
地

よ
り
明
治
四
〇
年
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
の
祠
は

平
成
一
八
年
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
、
再
建
以
前
の
八
坂
神
社
の

祠
に
は｢

藤
久
保
村 

別
當 

東
乗
院 

同

氏
子
中｣

、
浅
間
神
社
の
祠
に
は｢

明

治
一
六
年
七
月
一
日 

祠
掌 

鈴
木
文
昌｣

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』(

一
八
三
〇

年
成
立)

に
、〝
稲
荷
社
　
木
の
宮
稲

荷
と
呼
、
東
乗
院
の
持
な
り
〟
と
あ
り

ま
す
。
東
乗
院
と
は
、
江
戸
時
代
に
現

在
の
藤
久
保
交
差
点
角
に
存
在
し
た
修

験
の
道
場
の
こ
と
で
、
風
土
記
稿
に
〝

東
乗
院
　
木
宮
山
と
云
、
本
山
修
験
、

下
南
畑
村(

現
・
富
士
見
市)

十
玉
院

配
下
、
本
尊
は
不
動
な
り
〟
と
記
さ
れ

ま
す
。

　
風
土
記
稿
や
古
い
祠
の
記
載
か
ら
、

神
仏
習
合
が
普
通
で
あ
っ
た
江
戸
時
代

以
前
、
藤
久
保
の
主
な
神
社
を
東
乗
院

が
別
当
寺
院
と
し
て
一
手
に
管
理
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
木
宮
稲
荷

の
〝
木
宮
〟
と
は
、
東
乗
院
の
山
号
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

「地域と共に歩む総合的な学習時間」

　　みよし歴史探訪　文化財を訪ねて

教育・文化

【問い合わせ】三芳中学校　☎ 258-0675

【問い合わせ】　文化財保護課　☎ 258-6655

第15回　～木
きのみやいなりじんじゃ

宮稲荷神社～

　　教育トピックス　三芳中学校

課長名 重点課題
政策秘書室長
鈴木愛三

日本一の広報紙の作成、行政評価・施設
維持管理制度及び公共交通・みどり・三
富の政策課題に取り組みます。

総務課長
細谷三男

住民相談等各種相談体制を更に充実させ
ていきます。また、より実効性のある監
査体制を整備していきます。

財務課長
永瀬牧夫

行政財産貸付けの公募制の導入、未利用
地の処分等財源の確保や予算編成精査等
により財政健全化に努めます。

税務課長
古寺幹男

口座振替制度を推進することで、納税者
の利便性、収納率向上、事務の簡素化、
経費の削減を図ります。

自治安心課長
伊東正男

地域コミュニティ等との連携・協働によ
り地域防災初期行動マニュアルの策定や
各種まちづくりの課題の共有を図ります。

住民課長
駒村昇

笑顔・正確・スピーディな窓口対応、生
活習慣病の予防と健診の推進及び国保財
政運営健全化に努めます。

福祉課長
窪田福司

障がい者等の相談支援、地域生活支援事
業の負担の見直し及び高齢者の生活支援
制度の充実を図ります。

健康増進課長
金井塚和之

介護予防事業により介護認定者の減少に
努め、認知症への理解、高齢者世帯の見
守り等環境づくりに努めます。

保健センター所長
川辺忠彦

がん検診の受診率向上のため、受診日の
拡大や胃がんリスク検診の導入により、
がんの早期発見につなげます。

こども支援課長
江原豊次

待機児童解消に向けて、民間保育園の誘
致・開設支援や児童虐待の早期発見・対
応に向けた体制を整備します。

第 1保育所長
川越節子

地域・ボランティアとの連携・民間保育
所等との情報の共有を図りながら、子育
てを支援していきます。

環境課長
早川和男

新エネルギーを活用したエコタウンへの
取組み、放射線量測定と低減対策等放射
線対策を強化していきます。

観光産業課長
佐久間文乃

観光情報の発信、みよし野菜ブランド化
推進事業の実施及び地域経済活性化懇談
会を設置します。

都市計画課長
中嶋昇

自然の森・総合スポーツ公園計画、上富
ケヤキ並木補植・樹木萌芽更新の実施及
び富士塚区画整理事業を推進します。

道路交通課長
小林孝好

道路拡幅、歩道確保、交差点改良等安全
で快適な道づくり並びに LED 防犯灯への
新設及び移行を実施します。

会計課長
鳥之海行男

予算執行を厳正に審査し、正確で迅速な
会計事務を行います。公金は、安全かつ
有利な方法で確実に運用します。

教育総務課長
岡野茂

学校施設の耐震化を優先します。学校給
食の食材の安全確保や新たな給食セン
ターの整備計画を策定します。

学校教育課長
北田裕一

確かな学力と自立する力、豊かな心と健
やかな体を育成します。防災マニュアル
を見直し安心安全を確保します。

生涯学習課長
鈴木義雄

家庭・地域の教育力の向上、生涯学習拠
点施設の整備、図書館の充実及び青少年
のスポーツ活動を推進します。

公民館長
池上義典

公民館運営審議会の議論を経て、新施設
の開館にあわせた使用料減免規定の見直
しを図ります。

文化財保護課長
松本富雄

文化財・遺跡の保護・活用・調査研究、
郷土学習の推進及びサツマイモ大学等資
料館活動の充実を図ります。

上下水道課長
清水務

浄水場・管路の耐震化、水質管理体制の
強化、応急給水体制の整備及び下水道施
設の耐震化を推進します。

議会事務局長
萩原清司

議会改革推進のサポート、地域主権改
革の動向の把握、議会報告会参加者の
増員等開かれた議会を推進します。

課長マニフェスト
　平成 24 年度施政方針に基づき、「課長マニフェスト」を定
めました。これは、町の幹部職員がそれぞれの組織の目標を示
し目標達成に向けた取り組みを進め、その成果を評価していく
ものです。目標実現に向けて、これまで以上に住民の皆さんに
期待に応えられる、信頼される町政を構築していきます。なお、
マニフェストの詳細につきましては、町のホームページをご覧
ください。

公表します 課長名 重点課題

問政策秘書室 内 311
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す
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